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(Ⅰ)
 

2012年12月期
 

決算実績(Ⅰ)
 

2012年12月期
 

決算実績



（Ⅰ） 2012年12月期 決算実績

12/12期決算の実績

11/12期 12/12期

実 績

(構成比）

実 績

（構成比）
前期比

計画

（構成比）
達成率

売 上 高
62,480

(100%)

59,413

(100%)
△4.9%

60,000

(100%)
99.0%

売 上

総 利 益

14,060

(22.5%)

12,387

(20.8%)
△11.9%

13,300

(22.2%)
93.1%

営業利益
2,610

(4.2%)

628

(1.1%)
△75.9%

1,600

(2.7%)
39.3%

経常利益
2,321

(3.7%)

618

(1.0%)
△73.4%

1,200

(2.0%)
51.5%

当 期

純 利 益

1,686

(2.7%)

△741

(－)
－

900

(1.5%)
－

（単位：百万円）

※

 

2012年12月期の計画は2012年8月9日に発表した修正値です。
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（Ⅰ） 2012年12月期 決算実績

経常利益の増減分析
5

2011年12月期
経常利益

2012年12月期
経常利益

618百万円

（単位：百万円）
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（Ⅰ） 2012年12月期 決算実績

報告セグメントの売上高と利益

11/12期 12/12期

実 績 実 績 前期比 計 画 達成率

日本

売 上 高 57,443 54,140 △5.8% 55,000 98.4%

ｾｸﾞﾒﾝﾄ

利 益
2,769 1,001 △63.8% 1,800 55.6%

アジア

売 上 高 6,260 6,759 8.0% 6,200 109.0%

ｾｸﾞﾒﾝﾄ

利 益
303 222 △26.7% 305 72.8%
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（売上高） （ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益）（単位：百万円）

※

 

セグメント利益（営業利益）
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（Ⅰ） 2012年12月期 決算実績

貸借対照表の実績

11/12期 12/12期 増減額 主な増減要因

流動資産 30,801 27,523 △3,278

現金及び預金 7,902 5,153 △2,749 短期借入圧縮

受取手形及び売掛金 13,111 11,655 △1,456 受取手形△857、売掛金△599

商品及び製品 5,310 5,791 481 製品在庫増

その他 4,478 4,924 446

固定資産 20,544 20,543 △1

有形固定資産 17,992 18,784 792 投資3,200、償却△2,377

（リース資産・純額） (2,700) （3,749） （1,049）

無形固定資産 395 403 8

投資その他の資産 2,157 1,355 △802 繰延税金資産△873

資産合計 51,345 48,067 △3,278

負債合計 36,438 33,502 △2,936

有利子負債残高 16,303 13,174 △3,129 短期借入圧縮

(リース債務) (2,909) （4,002） （1,093）

純資産合計 14,907 14,565 △342 （自己資本比率：29.0％⇒

 

30.3％）

負債純資産合計 51,345 48,067 △3,278

（単位：百万円）
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（Ⅰ） 2012年12月期 決算実績

キャッシュフローの実績

11/12期 12/12期 12/12期の主な要因

営業活動による

キャッシュ・フロー
3,520 1,999

税引前利益

 

277､減価償却費(減損含)2,612、売上債権の減少1,706

仕入債務の減少2,255、棚卸資産の増加290

投資活動による

キャッシュ・フロー
934 △1,146 固定資産取得

 

1,174

財務活動による

キャッシュ・フロー
△2,603 △3,947

長期借入金の増加

 

10,000

短期借入金減少

 

11,589、長期借入金返済1,532、

リース債務の返済825

現金及び現金同等物に

係る換算差額
△49 71

現金及び現金同等物の

増減額（△は減少）
1,802 △3,022

現金及び現金同等物の

期首残高
6,100 7,902

新規連結に伴う現預金

増加額
－ 273 中央運輸

 

192、ｾﾝﾄﾗﾙ運輸

 

81

現金及び現金同等物の

期末残高
7,902 5,153

（単位：百万円）
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(Ⅱ)
 

2013年12月期
 

決算見通し(Ⅱ)
 

2013年12月期
 

決算見通し



（Ⅱ） 2013年12月期 決算見通し

13/12期決算の見通し

11/12期 12/12期 13/12期

実 績

(構成比）

実 績

（構成比）

計 画

（構成比）
前期比

売 上 高
62,480

(100%)

59,413

(100%)

59,000

(100%)
△0.7%

売 上

総 利 益

14,060

(22.5%)

12,387

(20.8%)

13,000

(22.0%)
4.9%

営業利益
2,610

(4.2%)

628

(1.1%)

900

(1.5%)
43.3%

経常利益
2,321

(3.7%)

618

(1.0%)

600

(1.0%)
△3.0%

当 期

純 利 益

1,686

(2.7%)

△741

(－)

300

(0.5%)
－

（単位：百万円）
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（Ⅱ） 2013年12月期 決算見通し

報告セグメントの売上と利益

11/12期 12/12期 13/12期

実 績 実 績 計 画 前期比

日本

売 上 高 57,443 54,140 54,000 △0.3%

ｾ ｸ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ

利 益
2,769 1,001 1,200 19.9%

アジア

売 上 高 6,260 6,759 8,000 18.4%

ｾ ｸ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ

利 益
303 222 230 3.6%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

11/12期　　　
実績

12/12期　　　
実績

　13/12期　　　
計画

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

日本売上高 アジア売上高

日本ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 アジアｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

（売上高） （ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益）（単位：百万円）

※

 

セグメント利益（営業利益）
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（Ⅱ） 2013年12月期 決算見通し

設備投資、減価償却及び研究開発の状況
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(Ⅲ)  今後の展望(Ⅲ)  今後の展望



（Ⅲ） 今後の展望

今後の展望

１.
変化する
事業環境

２.
（1）消費環境の変化人口動態の変化に

対応した技術開発

４.

５.

経営体制の強化

中国事業

（2）食品容器として求められる特性

（3）食品小売市場の変化

（1）製品開発の基本コンセプト

（2）環境面で優れた素材の選択

（1）三菱商事による支援

（2）経営のスピードアップのための取り組み

（2）今後も期待できる有望市場

（3）顧客からの高い信頼

（1）市場の成長スピードに合わせたオペレーションの強化

14

（3）素材選択のコンセプト３.
環境政策と
製品戦略の合一

（4）環境に配慮した製品設計

（5）高いデザイン性の追求

（1）人口構成の変化

（2）男女別就労状況の変化



（Ⅲ） 今後の展望

１．変化する事業環境 （1）人口構成の変化

高齢化の進展
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(資料)総務省「人口推計」より作成
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（Ⅲ） 今後の展望

１．変化する事業環境 （2）男女別就労状況の変化

高まる女性の社会進出
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（Ⅲ） 今後の展望

１．変化する事業環境 （3）食品小売市場の変化

コンビニの一人勝ち⇔スーパー、百貨店の低迷
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(資料)日本チェーンストア販売統計集計表（食料品）、コンビニエンスストア統計年鑑集計（日配食品）、全国百貨店売上高（食料品）より作成

17



（Ⅲ） 今後の展望

２．人口動態の変化に対応した技術開発 （1）消費環境の変化①

18

過去 現在 未来

新たに発生する
ニーズへの
対応が必要

既存市場は縮少

新規市場は拡大

食品容器に求められる市場ニーズの変化

環 境 対 応

食のプレゼンテーション（美味しさ、温かさ、意匠性）

価格と機能のバランス

消費者の食品購入行動の多様化

機能性①（安心・安全、衛生性） 機能性②（耐熱、断熱、耐油）+



（Ⅲ） 今後の展望

２．人口動態の変化に対応した技術開発 （1）消費環境の変化②

19

高齢化と女性の社会進出と共に変化する食の消費行動

コンビニ、デパ地下、都市型ミニスーパーなど
総菜・弁当

介護食・病院食

コンビニ・弁当会社など
宅配サービス

郊外の大型スーパーマーケット
食材を購入、自宅で料理

20～30代 40代 50代 60代 70代～

人口の増加が予想される世代

今後のビジネスチャンス



（Ⅲ） 今後の展望

２．人口動態の変化に対応した技術開発

デフレ対応のための単価アップ

消費者ニーズへの対応

小売業界のニーズ

素材販売 総菜販売

（1）消費環境の変化③

20

事業環境・ユーザーニーズを先取り

変質する市場の伸びを取り込む

食品容器市場の縮小には
繋がらない



（Ⅲ） 今後の展望

安心して使える
安全な食品容器

２．人口動態の変化に対応した技術開発

耐熱性

断熱性

耐油性

剛性

耐衝撃性

（2）食品容器として求められる特性
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（Ⅲ） 今後の展望

３．環境政策と製品戦略の合一 （1）製品開発の基本コンセプト

22

製品開発

省資源
設計

軽量化
設計

単一素材
の活用

発泡
の活用

環境配慮型の設計

リサイクル

マテリアル
リサイクル
（非食品容器
へ）

ケミカル
リサイクル
（食品容器の
原料へ）

エネルギー
リカバリー
（熱源として
利用）

経済合理性の伴ったリサイクル手法の推進

素材選択

ＣＯ２

 

排出量
の少ない素材

長期安定調達
可能素材

省資源素材
（比重が軽い）

環境負荷の低い素材

ＰＰ，ＰＰＦ、ＰＳＰの選択

安全・安心

再生プラスチック
ガイドライン

※当社の製品はバージン材
を使用しているので対象外

・法令・公的基準
・業界基準
・自社基準

製品の衛生安全性の担保

原材料の安全性の確保

ヒトに「優」しい食品容器の提供



（Ⅲ） 今後の展望

シンプルな製造工程

 
⇒

 
低ＣＯ２

 

排出量

 
⇒

 
低環境負荷

2323

３．環境政策と製品戦略の合一

その他

キシレン

トルエン

ベンゼン

その他

ブタジエン

プロピレン

エチレン

副生ガス等

重油

軽油

灯油

ナフサ

ガソリン

パラキシレン

エチレン
オキサイド

エチルベンゼン

高純度
テレフタル酸

エチレン
グリコール

ポリブタジエン

スチレン
モノマー

ＰＥＴ
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ

耐衝撃性
ポリスチレン

ポリスチレン

ＰＰ
ポリプロピレン

ポリエチレン

原
油

輸入ナフサ

蒸
留
・
生
成

分
解
・
精
製

抽
出

（2）環境面で優れた素材の選択

STEP1

STEP1

STEP2

STEP2

STEP3
STEP4



（Ⅲ） 今後の展望
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３．環境政策と製品戦略の合一
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シンプルな製造工程
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ＰＰ
ポリプロピレン

ポリエチレン

プロピレン

エチレン

（3）安定的に調達可能な素材の選択

輸入ナフサ

天然ガス
シェールガス

埋蔵量
1,000兆㎥

可採年数
100年以上

出
な
い

シェールガス革命の影響
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（Ⅲ） 今後の展望

３．環境政策と製品戦略の合一 （4）素材選択のコンセプト

25

自社内

原反生産

容易

材料改良

余地が大きい

長期

安定的に

調達可能

環境負荷

小さい

物性バランス

優れる

比重

小さい

安全

安心



（Ⅲ） 今後の展望

３．環境政策と製品戦略の合一 （5）環境に配慮した製品設計

環境に
配慮した
製品設計

26

軽量化 薄肉化

輸送効率+
省スペース

発泡品
環境負荷が

低い素材の選択

単一素材



（Ⅲ） 今後の展望

３．環境政策と製品戦略の合一

機能美を追求したSD・SPP素材

（6）高いデザイン性の追求

デザイン・機能が女性消費者に好評
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（Ⅲ） 今後の展望

４．経営体制の強化 （1）三菱商事による支援

28

三菱商事

海外原料調達

成長の為の側面サポート

2009年
増資引受

中央化学

自立的成長を加速する
ための経営基盤強化

2011年
TOBによる

連結子会社化

2013年
社長派遣

人的支援海外展開支援

販売サポート経営指導



（Ⅲ） 今後の展望

４．経営体制の強化 （2）経営のスピードアップのための取り組み①

29

ユーザー
ニーズ

製品
開発

生産 販売

自社で素材を開発してきた歴史
（創業以来のＤＮＡ）

ユーザーニーズに迅速に対応した新製品の投入

製品開発専用設備の導入

高機能・高付加価値製品へのシフト加速

収益拡大
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４．経営体制の強化

ＳＣＭ本部設立

調
達
・物
流

生
産

販
売

（2）経営のスピードアップのための取り組み②
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東西の副本部長制
を導入

特販部を設置

マーケティング戦略の
立案・強化SCM体制の

構築・強化

スピードアップ経営のための体制構築
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一元管理
販売
業務

仕入

 業務
管理

 業務

５．中国事業

競争力強化・事業拡大のための競争力強化・事業拡大のための
コントロールセンターコントロールセンター

環菱中央化学管理有限公司
（当社100％出資の統括会社が始動）

中国総代表

 
兼

環菱中央化学管理有限公司

 
総経理

（当社常務執行役員（元天津三菱商事社長））

環菱中央化学管理有限公司
（当社100％出資の統括会社が始動）

中国総代表

 
兼

環菱中央化学管理有限公司

 
総経理

（当社常務執行役員（元天津三菱商事社長））

無錫

東莞

海城

北京

上海

（1）市場の成長スピードに合わせたオペレーションの強化
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５．中国事業

470
533

617

714

825

953

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

中国包装容器市場（食品）の推移

高級志向の加速（ハイエンド層の台頭）

（2）今後も期待できる有望市場

資料中国包装聯合会プラスチック委員会資料（食品用容器）

2桁近い高い成長率を継続している有望な巨大市場
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（万トン）
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③中国系
高速鉄道、航空、
国家的イベント等

①日系
GMS、CVS、外食チェーン等

②欧米系
大手食品、大手外食等

５．中国事業 （3）顧客からの高い信頼
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ＩＲに関するお問合せ先：広報部
電話番号：048-540-2604
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